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祝町制施行10周年

とき11月22、23、24日

遠賀中学校及び遠質農芸轟滋を会場（こ色々な行・事を言1

画しております。家族そろって多数御参加卜さい。
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遠賀【叶庁舎

i記　念　行　事i

22ti　・記　念　式∴典

23日　・茂業無言式日輿　・頓∴芸

・那農協姉人海マスゲーム

・消防署レインジャー演技

・八幡西辞ブラスハ／r

r”蒜ニ；官軍

24li　　バレーボール

鱒多女手渦高∴対∴柳Iii締高

伝　単＝激　高　対　面∴方∴高

ソフトボール

中村i学閥i告i　対　精華女子高

I．’’’－‾’’“十′’‾－’′’．－‾’’’’’‾‾

し尽＿至＿争＿弾
22、23、24日

・菊l班と　・盆栽壊　・植木iiJ

・キテル庭調痕・商工名張示LiI呪

23、24日

・農産物妓示即売・農機生娘

・自動車、ポート嬢　　その他

・畏珠雛暖示即売

’川I IIli‘．‘了“．．llI．．．　　〟．1m・●●　．．liii．●　●．．lltI・．〟　．，．illI・．lt　一抹・lliI・・　1．●・朝Il…

人のうこき（盤繰言基）

人　　口　10，228人　（－1）

男∴∴∴∴4．869　　（十2）

女　　　　5．359　　（一3）

世帯数　　2，805戸　（－6）

（）内　は　的月　此

i　囲　　　　　　11月のこよみ
1

ii ii

－
六
日
　
状
の
全
国
火
災
予
間
脳
聞

L
目
　
視

勤
労
感
謝
の
‖

‖
　
灯
台
記
念
日

〓
　
文
化
の
日

日
　
ユ
ネ
ス
コ
電
車
記
念
日
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掘上座瀬彫
田　谷戸　山

孝俊　橋∵旺
子　息富　治

平　田　小
野中林
灘英美
州　千　邸
美千子

和　親‖境　木　汀∵石
川∴∴井下　肢松

弘盛治　誠「博
幸∵華　子　副　愛秒」

稲
田

公　久　空言過
剰i予言抜目政

田近　伊
髄「鞭

五　三

十　枚
枝　手　紙

河　池　　菰　　筋　山　紳　輔　諦　筋　目　川　石
原　本∴∴丸　　田　申　出　本　棟　用　71＿上　松

鋏時子∴借；∴祐「高良駿　陽　京謡　　沖
天　彰　　子　　予　診　則　千千　千　則光子

発森轟紹高

調増結

福i部松　久　服　中　捉ili繰言尾∴宥
龍「諌言非一家i部材　　辺日原　川　崎

輩　則一　　書　雑　婚　一　　高∵憲
一・義弘洲∵醜　別　人　Til遊　離　茂

裕
継　　子

〒
講
評
す
ー

『
用
品
廿
日
日
日
出

田
和
2
9
年
1
月
2
日
か
ら
昭
和
約
年
1
月
1
日
の
問
に
生
れ
た
方

が
明
年
の
1
月
1
5
日
「
成
人
の
日
」
に
町
主
催
の
記
念
行
事
に
参
加

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
該
当
者
は
次
の
方
々
で
す
が
、
こ
の
名
簿
は
1
0
月
1
日
現
在

の
住
民
基
本
台
帳
に
基
づ
い
て
作
成
し
た
も
の
で
す
。
そ
の
後
転
入

さ
れ
た
方
や
毘
載
洩
れ
の
方
、
誤
記
等
が
ご
ざ
い
ま
し
せ
り
腫
し
ん

で
お
わ
び
申
上
げ
る
と
と
も
に
御
面
働
な
が
ら
教
育
委
員
会
事
務
局

ま
で
御
一
報
下
さ
い
。

諦

津
石
田
　
俊
樹

矢
野
　
実
用

松
江
頭
さ
よ
子

岡
村
　
政
治

丸
井
　
勝
次

津
井
口
ナ
ツ
子

太
田
　
正
垣

薬
∴
∴
敏
幸

松
尾
　
壮
者

尾
　
崎

古
畑
　
利
美

野
間
口
　
修

福
江
　
康
雄

千
代
丸

永
田
　
千
年

別
　
府

大
場
多
恵
子

矢
野
由
美
子

大
場
修
一
郎

竹
内
虚
英
雄

寓
迫
　
里
子

太
田
　
耕
二

蟹
沢
　
淳
一

薬
　
　
党
費

門
詞
紀
代
子

中
西
　
節
子

広
田
蕾
美
代

富
田
∴
繁
子

石
原
　
克
行

江
藤
奈
津
江

河
原
　
静
江

白
石
千
恵
子

補
元
　
良
子

有
田
　
栄
作

今
古
賀

池
田
　
秀
典

柴
田
千
恵
子

永
田
　
　
湘

和
田
　
雅
子

遠
賀
川

背
木
　
幸
司

泉
原
み
ど
り

旗
本
千
栄
子

末
広
　
哉
千

田
　
　
雅
子

福
釆
　
薄
弘

新
　
町

和
泉
∴
庄
子

加
藤
∴
保
千

鶴
円
　
墳
太

水
上
　
信
子

麻
生
　
和
千

一
的
　
光
江

江
上
久
仁
憩

時
松
　
　
湛

西
村
　
京
子

佐
伯
　
好
美

術
嬢
∴
節
生

旧
　
傭

大
島
み
ど
り

柴
田
美
津
枝

田
中
　
彰
一

広
　
濃

石
橋
　
伸
一

梅
原
　
就
二

児
玉
美
代
子

別
田
　
銀
子

松
本
　
秀
一

三
浦
　
和
田

山
水
∴
京
子

森
福
啓
代
了

松
ノ
本

柴
田
　
輝
美

上
別
府

姿
態
∴
純
子

石
松
　
茂
代

畠
　
　
中
共

白
石
∴
裕
一
一

筋
田
　
都
子

薗
杢
　
収
集

桝
田
　
　
勲

村
田
あ
や
子

山
下
　
明
美

若
葉
台

小
俣
∴
薬
子

虫
生
津

石
田
　
妙
子

」
松
　
難
詰

小
川
　
綾
子

志
和
　
弓
子

花
川
　
撃
破

織
田
三
洋
千

品
域
∴
∴
即

柴
田
　
臓
鞘

堂
沢
∴
甜
予

棚
田
美
紀
子

宮
本
∴
良
尭

水
上
∴
競
闘

栗
林
あ
け
み

魂

　

一

美

継
手
　
増
子

吉
野
さ
ゆ
み

町

小
松
∴
自
画

志
和
久
美
子

薗
井
　
清
明

河
埼

劃
木

橋
謹

西
　
町

大
山
　
幹
夫

浅
　
木

一
団
多
賀
千

一
田
美
佐
子

白
木
　
削
雄

前
木
　
撤
千

松
本
　
利
率

門
勘
∴
清
美

木
　
守

安
郊
み
ち
子

古
瀬
∴
光
手

小
林
　
　
期

日
水
　
稲
離

近
松
　
晩
婚

福
田
　
議
了

村
田
　
益
離

芳
村
　
幸
子

善
　
良

添
田
つ
く
み

滝
本
大
平
工
豪
寮

困
野
　
良
介

虫
生
津
白
水
蕪

有
本
∴
秀
離

岡
田
　
理
陛

湖
山
∴
茶
隙

浬
圃
　
秀
率

盟
見
盟
友
弘

四
相
∴
率
治

中
原
－
太
一

駄
∴
「
　
補
語

升
野
∴
武
彦

松
野
下
講
購

山
木
　
建
次

石
田
　
政
文

岡
本
∴
敬
子

白
石
両
美
子

近
松
　
喬
次

藤
沢
∴
英
一
－

轢
旧
　
教
宰

相
田
美
佐
子

竹
迫
　
和
裁
　
　
水
落

古
川
　
孝
司

マ
ー
ク
工
業
棄

谷
上
　
海
志
　
　
小
四
∴
降
久

町
制
1
0
周
年
記
念

相

撲

大

会

十
一
月
二
十
三
日
町
制
施
行
1
0
周
年

を
記
念
し
て
役
場
に
於
い
て
小
、
中
、

成
年
の
相
撲
大
会
を
お
こ
な
い
ま
す
。

小
中
辛
生
で
参
加
希
望
者
は
（
ま
わ
し

又
は
体
育
用
ハ
ン
ツ
）
を
持
参
卜
き

い
。
な
お
雨
天
の
場
合
は
二
十
∴
四
日
年

後
一
時
～
五
時
ま
で
お
こ
な
い
ま
す
。

県
民
手
帳
（
5
0
年
版
）

予

約

受

付

中

「
価
格
　
漫
遊
阪
　
　
口
八
十
円

大
型
版
　
二
百
五
l
円

」
、
受
付
期
日
　
－
一
月
一
一
上
目
迄

「
受
付
勘
所

役
場
企
師
課
金
耐
係

「
　
配
布
　
　
　
－
　
］
I
U
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「
税
を
知
る
週
間
行
事
に
つ
い
て
」

若
松
説
務
署
よ
り
「
税
を
知
る
週
間
行
呼
に
つ
い
て
」
完
膚
の
と
お
り
遭
紙

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

‥旭

日
昭
和
四
十
九
年
十
一
月
1
一
口
　
　
至
脂
和
四
十
九
年
十
一
月
十
七
日

一

行

　

　

郵

∴

∴

名

会
　
　
　
　
場

小
倉
毎
日
会
館
9
師

西
日
本
相
互
銀
行

若
松
支
膚

細
別
割
印
勘
馴
洲
別
当
「
和
訓
卑

巾
字
仕
の
納
税
嬢
漕
表
彰

中
学
生
の
署
内
見
学
と
租
税
教
室

記
念
灘
波
（
経
済
耶
勢
の
今
後
の

見
と
お
し
）

優
良
法
人
表
敬
状
顕
霊

中
間
背
年
会
議
所
会
員
と
の
座
談
会

優
良
法
人
表
敬
状
贈
墨

納
税
組
合
表
彰

町
税
の
納
付
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各

細
説
組
合
鋤
の
御
脇
力
に
感
謝
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

同
和
四
十
九
年
度
に
過
去
三
ヶ
年
に

亘
り
俊
秀
な
成
鍬
を
お
さ
め
ら
れ
た

区
、
及
び
九
十
七
納
税
組
合
に
対
し
、

表
彰
並
に
感
謝
状
の
贈
雛
を
去
る
十
月

二
十
一
日
遠
賀
町
公
債
錦
に
お
い
て
行

い
ま
し
た
。

菱
形
区

島
津
・
若
松
・
千
代
丸
・
今
古
賀
・

上
別
府
・
老
良
・
広
波
・
松
ノ
本

県
知
噌
表
彰
が
去
る
十
月
〓
十
八
［

福
岡
商
工
会
議
所
に
お
い
て
、
来
賓

多
数
出
席
さ
れ
た
中
で
取
り
行
わ
れ
ま

し
た
が
本
町
で
は
次
の
区
が
授
鎖
さ
れ

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

上
別
府
区
　
　
区
憂
　
石
松
実
篤

一
）
泣
き
寝
入
り
せ
ず
に
た
一

案
関
田
日
田
園
田
寓
重

罪
を
犯
し
た
人
に
刑
罰
を
科
す
る
の

は
裁
判
所
の
役
目
で
あ
る
。
し
か
し
裁

判
所
が
審
環
を
始
め
ろ
た
め
に
は
、
ま

ず
検
察
塙
が
事
件
を
裁
判
所
へ
起
”
挿
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
事
件

を
起
訴
す
る
か
し
な
い
か
は
検
察
宮
に

ま
か
さ
れ
て
い
て
、
捜
盃
の
結
果
起
訴

し
て
も
布
非
に
な
る
だ
け
の
紐
班
が
十

分
な
場
合
や
、
柾
拠
が
あ
っ
て
も
い
ろ

い
ろ
の
筒
状
か
ら
、
あ
え
て
被
凝
着
を

処
剖
す
る
必
要
が
な
い
と
判
断
し
た
場

合
に
は
、
検
察
官
の
考
え
で
被
嬢
者
を

起
訴
し
な
い
こ
と
（
不
起
訴
）
が
で
き

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

検
察
官
の
仕
部
は
大
変
証
嬰
は
仕
事
で

検
察
官
は
常
に
厳
琵
公
平
に
仕
事
す
る

よ
う
に
心
か
け
て
い
る
が
、
た
く
さ
ん

の
雄
性
の
中
に
は
調
べ
が
足
り
な
か
っ

た
り
判
断
を
誤
っ
て
起
練
す
べ
き
動
作

を
不
起
訴
処
分
に
す
る
よ
う
な
こ
と
が

絶
対
に
な
い
と
は
い
え
な
い
。
そ
こ
で

こ
の
よ
う
な
場
合
に
検
察
官
の
不
起
訴

処
分
が
正
し
く
行
な
わ
れ
て
い
る
か
ど

う
か
を
審
盃
す
る
の
か
こ
の
検
察
審
査

会
で
あ
る
。
犯
罪
に
よ
っ
て
被
薯
を
受

け
た
人
で
検
察
官
の
不
遼
訴
処
分
に
納

得
で
き
な
い
か
た
は
、
こ
の
検
寮
審
盃

会
に
そ
の
処
分
の
当
否
の
審
査
を
申
し

立
て
る
と
と
の
で
き
ろ
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
検
察
審
査
会
は
、
有
栴
者
の
中

か
ら
く
じ
で
選
ば
れ
た
十
一
人
の
審
奄

負
に
よ
っ
て
椰
成
さ
れ
て
お
り
、
会
談

を
開
い
て
検
察
庁
か
ら
不
起
訴
郵
件
の

捜
査
紀
録
を
と
り
寄
せ
て
調
べ
ろ
ほ

か
、
必
要
が
あ
れ
ば
申
立
人
や
被
疑

者
、
日
睡
者
そ
の
他
の
調
人
を
呼
ん
で

尋
問
し
、
ま
た
郵
政
の
現
劫
を
実
地
に

見
分
し
た
り
専
門
家
の
助
言
を
求
め
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

審
益
の
結
果
検
察
官
の
不
起
訴
処
分
に

誤
り
が
な
く
、
相
当
だ
と
い
う
こ
と
に

な
れ
ば
「
不
起
訴
相
手
」
と
い
う
韻
沢
i

が
さ
れ
る
。
こ
れ
に
反
し
捜
盃
が
不
l

分
で
、
も
っ
と
山
葵
関
係
を
調
べ
て
み

な
け
れ
ば
圃
岬
に
不
起
訴
の
結
論
を
出

せ
な
い
は
ず
だ
と
い
う
よ
う
な
場
合
に

は
「
不
起
訴
不
当
」
と
い
う
議
決
が
な

さ
れ
る
。
議
決
を
し
た
と
き
は
、
珊
両

を
付
し
た
議
決
椿
を
作
成
し
、
こ
れ
を

不
起
訴
処
分
を
し
た
検
察
官
を
指
摘
酪

督
す
る
検
事
正
（
地
力
検
察
庁
の
最
高

賞
使
者
）
　
に
送
ら
れ
る
。
こ
れ
を
受
け

と
っ
た
検
二
恒
産
は
誠
決
を
商
重
し
、
こ

れ
を
参
考
と
し
て
両
省
の
節
米
、
や
は

り
起
訴
す
る
の
か
相
当
だ
と
い
う
考
え

に
連
す
れ
ば
、
起
訴
の
手
接
を
と
ろ
こ

と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
検
察
官
が
一
度
は
不
薗

賄
処
分
に
し
た
事
件
で
も
検
察
審
査
会

で
「
造
詣
相
当
」
の
磯
決
が
な
さ
れ
た

た
め
に
、
さ
ら
に
枝
番
を
行
な
っ
て
事

件
を
起
訴
し
、
そ
の
結
果
有
罪
の
判
決

が
下
さ
れ
た
勘
例
は
数
多
く
あ
る
し
、

な
か
に
は
判
決
で
懲
役
八
年
と
い
う
飛

い
刑
が
言
渡
さ
れ
た
例
も
あ
る
と
い

う
。
な
お
、
検
察
審
査
会
の
事
務
膚

は
、
お
も
な
全
国
の
地
方
裁
判
所
と
そ

一
、
不
起
訴
に
も
光
る
正
し
い
蕃

益
の
轡

一
、
検
察
に
映
せ
世
の
高
氏
の
昇

一
、
ふ
に
お
ら
ぬ
木
蓮
訴
処
分
に

捌
く
恕

∵
泣
き
寝
入
り
せ
ず
は
た
の
も

う
審
査
会

の
ユ
な
支
部
の
中
に
あ
り
、
申
立
て
に

は
い
っ
さ
い
弛
用
は
不
要
で
す
。

〒
八
雲
北
九
州
市
小
へ
川
北
匠
金
川
一
－

目
四
番
二
㌧

福
間
地
方
裁
判
所
小
倉
支
薄
肉

小
倉
検
察
審
査
会
郵
務
局

賭
話
真
一
－
二
四
三
一

寄

付

御

礼

次
の
万
か
ら
町
社
会
椰
裾
協
機
会
に

御
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

卸
膏
付
と
し
て

松
波
∴
水
上
又
助
殿

香
典
返
し
と
し
て

故
∴
添
田
好
英
敬

老
良
　
添
田
千
秋
頼

政
　
柴
田
サ
ト
シ
戚

松
ノ
木
　
柴
田
利
彰
殿

昭
和
五
十
年
版
震
業
日
誌

の
あ
っ
せ
ん
に
つ
い
て

毎
年
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す

農
薬
日
憩
の
申
込
み
時
期
に
な
り
ま
し

た
の
で
本
年
も
取
り
ま
と
め
て
申
込
み

を
致
し
ま
す
の
で
入
用
の
ガ
は
十
一
月

∴
十
日
ま
で
瑳
業
鰊
振
興
係
ま
で
申
込

み
下
さ
い
。
価
格
は
一
部
八
五
〇
川
で

す
。
内
容
に
つ
い
て
も
農
林
水
蕨
統
割

情
報
の
利
用
普
及
、
新
し
い
能
楽
技

術
、
経
常
改
藷
の
導
入
、
茜
色
両
雄
の

韮
髄
資
料
等
に
資
す
る
た
め
の
も
の
で

す。
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国
民
健
康
保
険
税
　
　
　
第
三
細
分

納
　
期
　
限
　
　
　
　
十
一
月
三
十
日

期
限
内
に
完
納
し
ま
し
ょ
う

］

都
市
と
震
村
を
一
つ
に
結

ぶ
籍
一
回
福
岡
県
農
業
ま

つ
り
の
開
催
に
つ
い
て

一
、
趣
旨

最
近
授
業
は
き
び
し
い
窮
境
に
お
か

れ
て
い
ま
す
が
そ
の
将
来
に
は
大
き
な

期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
今
後
さ
ら
に
農
薬
経
蛍
、
農
薬
技

術
の
向
上
を
め
ざ
し
、
農
業
が
飛
躍
的

に
発
展
す
る
こ
と
を
願
い
、
さ
ら
に
都

市
生
活
者
を
含
め
た
全
県
民
が
相
互
理

解
の
う
え
に
た
っ
て
、
農
業
を
兄
宿

し
、
堂
な
農
村
を
築
き
、
み
ん
な
の

「
ふ
る
さ
と
福
岡
」
を
保
全
す
る
た
め

県
民
総
参
加
の
祭
典
と
し
て
、
．
都
市

と
農
村
を
一
つ
に
結
ぶ
〟
　
「
第
一
阿
蘇

同
県
農
薬
ま
つ
り
」
を
盛
大
に
実
施
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

二
、
主
催
者

投
薬
ま
つ
り
の
闘
伽
に
つ
き
ま
し
て

は
、
県
、
市
町
村
、
座
薬
団
体
等
で
弼

成
さ
れ
る
「
第
一
回
福
岡
県
農
薬
ま
つ

り
実
行
委
員
会
（
会
長
亀
井
光
）
」
が

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
協
賛
と
し

て
こ
の
趣
旨
に
賛
同
さ
れ
る
団
体
等
の

ご
協
力
を
得
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

三
、
行
　
事

賎
業
ま
つ
り
の
行
郭
は
、
中
央
行
部

と
地
方
行
部
に
分
れ
実
施
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
内
容
は
次
の
と

お
り
で
あ
り
ま
す
。

「
中
央
行
事
L

o
開
会
式
　
　
　
十
一
月
三
十
日

o
祝
賀
パ
レ
ー
ド

。
体
験
発
表

。
表
彰
式

。
閉
会
式
　
　
　
十
二
月
二
日

「
地
方
行
事
」十

一
月
三
十
日
～
十
二
月
一
口

。
農
畜
産
物
品
評
会

。
捜
薬
機
械
展
示
実
演
会

o
蔑
誇
縫
物
展
示
即
売
会

e
腰
帯
産
物
試
飲
試
食
会

o
ま
つ
り
の
旗
揚

※
聞
合
せ
先

福
岡
煤
煙
政
郭
腰
政
談

織
霜
（
完
ニ
）
と
八
一
－
二
　
二

四
線
三
四
七

地
域
集
団
軍
歴
（
旧
義
義

教
磨
）
の
切
纏
に
つ
い
て

－
一
月
二
十
七
日
（
予
定
）
か
ら
一

般
館
話
へ
切
諮
ら
れ
又
砲
諷
番
号
も
余

部
変
り
ま
す
。
臨
時
緯
話
帳
は
区
長
を

通
じ
て
配
布
さ
れ
ま
す
。

成
人
老
人
検
診
の

実
施
に
つ
い
て

日
時
∴
毎
月
第
三
月
硝
円

午
後
一
時
三
〇
分
よ
り

〃
　
三
時
ま
で

拙
所
∴
遠
賀
町
役
場
　
保
他
出

柾
目
　
1
血
圧
測
定

2
蛋
白
、
態
嬢
、
押
そ
う
検
禿

検
査
の
結
果
を
説
明
指
導
と
健
康
相

談
も
受
け
付
け
ま
す
。

軍
令
に
制
限
な
く
無
料
で
実
施
し
ま

す。

人
権
柏
餓
心
配
ご
と
相
餓

合
同
相
接
所
脚
韻
の
お
知
ら
せ

も
し
あ
な
た
の
身
の
ま
わ
り
に
、
都

田
な
く
無
理
を
強
い
ら
れ
た
り
、
人
格

を
無
祝
さ
れ
た
り
し
て
悩
ん
で
お
ら
れ

る
方
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
又
農
地
、
借

地
、
借
家
、
金
銭
貸
借
、
戸
鰭
、
登
組

そ
の
他
家
内
の
い
ざ
こ
ざ
で
心
配
さ
れ

て
い
る
場
合
、
そ
の
他
一
般
の
法
律
的

魁
で
お
困
り
の
ガ
は
、
こ
迷
慮
な
く
気

軽
に
相
談
に
お
出
く
だ
さ
い
。

当
日
は
法
務
局
職
負
、
人
柄
擁
護
委

員
民
生
委
員
等
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

○
相
談
日
時
、
場
所

十
二
月
三
日
（
火
）
　
的
時
－
1
5
時

遼
賀
田
公
民
館

定
期
予
防
接
種
実
施
に
つ
い
て

（
お
知
ら
せ
）

一
、
三
極
混
合
（
第
三
回
目
）

一
、
実
施
日
時

日
月
2
6
日
　
1
3
時
～
1
5
時

一
、
場
所
　
遠
質
町
公
民
館
ホ
ー
ル

、
骸
当
著

生
後
三
ケ
月
～
六
ケ
月
の
人
で
第

－
回
、
第
二
回
接
越
し
た
人
及
び
、

三
回
受
け
た
人
で
、
そ
の
後
1
∴
ヶ

月
～
十
八
ケ
月
に
幸
る
人
。

自
衛
隊
O
B
会
′
仮
称
）

の
開
催
に
つ
い
て

遠
費
、
中
間
地
I
ヌ
に
屈
砕
さ
れ
て
い

る
嬢
源
空
、
自
衛
隊
出
身
者
の
親
臨
を

目
的
と
す
る
。
自
衛
隊
O
B
会
を
脚
舗

致
し
ま
す
の
で
接
当
者
は
1
一
月
二
十

五
日
ま
で
に
御
通
約
下
さ
い
。

⑥
巡
終
発

前
田
陳
久
　
T
E
L
O
9
3
㊧

0

8

8

1

　

円

2

3

4

秘
曲
秀
夫
　
　
0
9
3
⑳
1
7
2
3

畑
∴
∴
舶
　
　
0
9
3
㊧
0
8
5
3

※
な
お
、
日
時
、
場
所
等
は
〆
切
後
葉

吊
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

准
看
霞
婦
学
生
募
集
に
つ
い
て

遠
賀
中
間
医
師
会
准
看
瞳
学
院

現
代
村
会
の
中
で
、
召
幾
姐
は
雌
も

尊
敬
さ
れ
、
又
規
律
き
れ
る
職
業
で

す
。
な
に
よ
り
も
優
し
く
し
っ
か
り
し

た
心
を
必
輿
と
す
る
看
機
軸
の
仕
事
は

女
増
に
ふ
さ
わ
し
く
み
ん
な
か
ら
、
よ

ろ
こ
ぼ
れ
る
職
業
で
す
。
生
瀬
の
時
日

職
業
と
し
て
自
分
自
身
の
た
め
に
も
、

社
会
の
た
め
に
も
役
立
つ
立
派
な
看
趣

の
道
を
お
遊
び
卜
さ
い
。

違
質
中
間
医
師
会
も
准
看
畿
軸
を
志

す
人
々
を
求
め
て
お
り
ま
す
。

、妃

▲
募
撫
人
員
　
　
川
上
名

▲
教
育
期
間
　
一
一
年

▲
入
学
資
櫓
　
　
中
華
・
高
率
、
そ
れ

と
間
等
以
上
の
資
格

▲
願
啓
受
付

日
同
和
四
十
九
年
－
一
月
一
日

蚕
棚
和
瓦
子
年
二
月
1
二
日

▲
入
学
試
験

欄
和
五
「
年
二
月
十
一
一
日

野
馳
〔
園
磐
（
作
文
含
む
）
劃
会
〕

聞
知
五
十
年
二
月
「
開
口

面
接
、
身
体
検
禿

受
験
手
続
き
等
の
詳
し
い
こ
と
は
、

看
護
学
院
（
確
話
㈱
三
四
六
一
二
　
へ

お
固
い
合
せ
下
さ
い

※
合
格
者
で
就
職
未
定
者
は
学
院
で
職

域
を
斡
旋
い
た
し
ま
す
。
（
滝
動
労
学

生
に
有
利
な
学
校
で
す
。
家
庭
の
主
姐

で
達
欲
の
あ
る
方
は
進
ん
で
応
耕
し
て

十
さ
い
。
勾
々
そ
う
い
う
力
が
増
え
て

い
ま
す
）

※
福
間
螺
よ
り
月
額
三
、
0
0
0
円

探
聞
余
よ
り
有
、
0
0
0
円
貸
与

す
る
薬
草
金
網
贋
も
あ
り
ま
す
。

※
当
学
院
で
は
、
福
岡
県
の
資
格
試

験
に
闘
技
以
来
1
0
0
％
の
合
櫓

率
で
す
。


